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　前回、札幌で相次ぐギャラリー閉鎖

の話題を取り上げたが、倶知安ではど

うだろう。美術愛好家にはおなじみの

「ST ギャラリー」、「FAF 工房」は、既

に長い実績を積み上げている。どちら

も作家自身による運営で、町にとって

貴重な財産だ。昨年は、倶知安・ニセ

コの作家による共同運営のギャラリー

「かたち」が比羅夫坂にオープンし、

大きな話題となった。そして、新たに

本格的なギャラリーが生まれ、道内外

の幅広い作家を紹介する刺激的なス

ポットになりそうだ。倶知安は今、と

ても元気が良い。
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館　長

1 月の休館日

1日～4日※年末年始
10日、17日、24日、31日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分まで）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

【クローズアップ】木田金次郎記念美術館

「木田金次郎の本棚」画家はどんな本を読ん

でいたのだろう。

会期：開催中～平成 29 年 3 月 28 日（火）

■木田金次郎美術館　     ☎ 0135-63-2221

■西村計雄記念美術館　   ☎ 0135-71-2525

■有島記念館　           ☎ 0136-44-3245

■荒井記念美術館　       ☎ 0135-63-1111

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－
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展覧会のお知らせ

■常設展示

■企画展示

アート・イベントのお知らせ

「小川原脩展　巓」

　小川原脩は、その長い生涯にわたって山を描き続けました。幼い頃

から見つめ続けたニセコ連峰、戦後郷里に戻り描かれた四季折々の羊

蹄山、そして晩年に訪れた中国、チベット、インドの山々。日常空間

の背景として、自然の美しさを体現するものとして、あるいは精神性

のシンボルとして、山は常に小川原脩のかたわらにありました。1981

年に描かれた作品「巓（てん）」。ここから始まる青と白と茶のコント

ラストは、時に山稜、時にチベットの寺院と変化しながら作品に繰り

返し現れます。その時々で作品の中に垣間見える、創作の根底にある

山の存在を追います。

　会期：開催中～ 4月 16 日（日）

「版画の魅力　素描のたのしみ－武内コレクションより－」

　当館は、美術館開設に力を注いだ故・武内一男氏より寄贈を受けた

103 点の多彩な絵画「武内コレクション」を有しております。このコ

レクションには、小川原脩をはじめとした、北海道の作家に加え、棟

方志功、林武など日本近代美術を代表する作家の作品が数多く含まれ

ています。本展では、のびやかに描かれた素描や版画を楽しんでいた

だきます。

　会期：開催中～ 2月 5日（日）

「ミュージアム・シネマ『メトロポリタン美術館 1』（2007 年・52 分・

英語（字幕））」

　ニューヨークにある世界でも有数の巨大美術館。その膨大なコレク

ションから選りすぐりの作品を分かりやすく紹介します。

日時：1月 14 日（土）14 時～ 15 時 05 分

お話し：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

「小川原脩のスケッチブック 2」

日時：1月 21 日（土）14 時～ 15 時

お話し：沼田絵美（当館学芸員）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

「小川原脩と日本近代の美術 1」

日時：1月 28 日（土）14 時～ 15 時

お話し：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

風土館講座のお知らせ

「冬こその自然観察」

　雪の多い倶知安では冬の自然観察はムリだとお思いではありません

か。実は冬ならではの自然観察の方法があります。それも冬が本当に

楽しくなる方法が。楽しく冬を過ごすための提案がいっぱいの講座で

す。ぜひご参加下さい。

日時：1月 14 日（土）13 時 30 分～ 15 時

主題：「見る」から「観る」へ　－冬を楽しむ自然観察－

講師：村上尚美さん（自然ガイド、心和主宰）

その他：聴講料無料（展示見学を含む場合は、大人一人 100 円必要です）
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―羊蹄山とくっちゃん―
406 回

『鶏』

1979 年　小川原　脩　画

　日々仰ぎ見る羊蹄山。この地域の象徴であり、山麓に住む人々の心のよりどこ

ろでもある。本州以南ならば間違いなく山岳信仰の対象になっていただろうこの

山は、倶知安の人々の生活に想像以上に大きな影響を与え続けている。

　歴史をひもとくと「倶知安の赤水」の記述がある。倶知安の市街地で井戸を掘

ると、そのほとんどから赤水が出たという。赤水とは多量の鉄分を含むために赤

茶色に濁った水のことで、飲んで鉄サビ臭く、炊いた米や洗濯物を茶色にそめ、

人々を困らせた。

　赤水の原因は地下に鉄分を多量に含む地層があるからで、そのような地層は実

　今年の干支は酉、小川原脩が描いた鶏の一点を紹介し

よう。

　この絵には、把手つきの大きな瓶がひとつ、その左に

鶏が一羽、そして右手には二羽見えている。それだけで

ある。しかし、背景の濃淡は家と家の間を思わせるし、無造作に置かれた瓶の間を自由に歩き回る数羽の鶏の姿から

は、どこかの街角の、雑然とした生活の場を感じさせる。この作品の舞台は、1979 年に小川原が旅をした中国・桂林。

ここから、彼のアジア歴訪がはじまる。

　ある画家は「絵の中に生き物を入れると、絵の表情が生きてくる。鳥一羽だけでも、自然の姿が表出される」と話

していた。小川原の作品にもたくさんの動物たちが登場し、命の、自然のリズムが刻まれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

は浅い内湾か湖で形成されることが分かっている。地形を考慮すると、赤水は倶知安の市街地にかつて湖があったこ

とを示す直接の証拠なのだ。そしてその湖は、羊蹄山が大きく崩れ、今の比羅夫駅付近で尻別川をふさぐことで形成

されていたと考えられる。赤水は倶知安と羊蹄山との大きなつながりを示しているのだ。

　昭和 38 年に倶知安の町に水道が引かれた。ご存知のように、水源は羊蹄山麓の湧水であり、1985 年に「日本の名

水百選」に選ばれている。いま倶知安の各家庭に届いているのは名水百選の水なのである。思うのだが、蛇口をひね

ると名だたる浄水が得られるというのは、飲み水の質が高いわが国ですら稀有のことだろう。まして国際的には。

　水は生命の源である。その水の質が非常に良いということは、生きるために必要な条件の質が高いことを意味する。

清澄な水と清浄な大気、そして有望な農業生産と豊かな自然。これらの質の高い資源をどう組み上げて将来を築いて

ゆくのか。地域の知恵、創意、そして工夫を総動員して望むときだと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　


